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議
会
訓
令

◯
秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
二
・
議

会
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

教
育
委
員
会
規
則

◯
秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
九
・
教
育
庁
総
務
課
）
…
１

◯
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
〇
・
教
育
庁

総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
一
・
義
務
教
育

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
二
・
高
校
教
育
課
）
…
…
…
…
…
…
２

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
扶
養
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
安
委
員
会
規
則

◯
秋
田
県
警
察
署
協
議
会
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
六
・
警
務
課
）
…
…
…
３

◯
秋
田
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
七
・
警
務
課
）
…
…
…
…
３

監
査
委
員
告
示

◯
秋
田
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

公
営
企
業
管
理
規
程

◯
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
服
務
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
（
一
七
・
企
業
局
総
務

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

秋
田
県
議
会
訓
令
第
二
号

事

務

局

一

般

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
議
会
議
長
　
辻
　
　
　
久
　
男

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
議
会
事
務
局
の
組
織
及
び
事
務
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
年
十
月
一
日
制
定
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
手
当
認
定
員

第
五
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
」
を
「
前
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、
「
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
五

号
及
び
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

手
当
認
定
員
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
、
職
員
の
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当

の
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
、
額
の
決
定
等
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
九
条
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
職
員
の
通
勤
手
当
の
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
、
額
の
決
定
等
並
び
に
児
童
手
当
の
受
給
資

格
及
び
額
の
認
定
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
の
三
を
第
九
条
の
四
と
し
、
第
九
条
の
二
を
第
九
条
の
三
と
し
、
第
九
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
手
当
認
定
員
の
専
決
事
項
）

第
九
条
の
二

手
当
認
定
員
は
、
職
員
の
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
届
出
に
係

る
事
実
の
確
認
、
額
の
決
定
等
に
関
す
る
事
務
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
課
長
」
の
下
に
「
及
び
手
当
認
定
員
」
を
加
え
、
同
条
中
「
課
長
」
の

下
に
「
又
は
手
当
認
定
員
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

議
　
会
　
訓
　
令

ペ
ー
ジ

教

育

委

員

会

規

則
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秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
渡
　
部
　
　
　
聡

秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
九
号

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
の
表
秋
田
県
教
育
庁
中
央
教
育
事
務
所
の
項
中
「
由
利
本
荘
市
」
の
下
に
「
、

に
か
ほ
市
」
を
加
え
、
「
、
由
利
郡
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
秋
田
県
教
育
庁
中
央
教
育
事
務

所
由
利
出
張
所
の
項
中
「
由
利
郡
」
を
「
に
か
ほ
市
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
渡
　
部
　
　
　
聡

秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
号

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
三
の
二
級
地
（
平
成
八
年
一
月
一
日
指
定
）
の
項
中
「
由
利
郡
仁
賀
保
町
」
を
「
に
か

ほ
市
」
に
、
「
〃
　
　
〃
」
を
「
〃
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
渡
　
部
　
　
　
聡

秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
一
号

県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
渡
　
部
　
　
　
聡

秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
高
等
学
校
学
則
（
平
成
元
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
秋
田
県
立
仁
賀
保
高
等
学
校
の
項
中
「
由
利
郡
」
を
「
に
か
ほ
市
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
扶
養
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
（
扶
養
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
規
則
七
―
四
（
扶
養
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
一
条

規
則
七
―
四
（
扶
養
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
事
項
を
」
の
下
に
「
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
様
式
の
扶
養
手

２

仁
賀
保
町

金
　
浦
　
町

象
　
潟
　
町
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0
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〃
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当
認
定
簿
に
」
を
「
様
式
に
よ
り
作
成
し
た
扶
養
手
当
認
定
簿
に
記
録
し
、
又
は
」
に
改
め
る
。

（
規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
二
条

規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
事
項
を
」
の
下
に
「
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
様
式
の
単
身
赴

任
手
当
認
定
簿
に
」
を
「
様
式
に
よ
り
作
成
し
た
単
身
赴
任
手
当
認
定
簿
に
記
録
し
、
又
は
」
に

改
め
る
。

（
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
三
条

規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
事
項
を
」
の
下
に
「
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
様
式
の
通
勤
手

当
認
定
簿
に
」
を
「
様
式
に
よ
り
作
成
し
た
通
勤
手
当
認
定
簿
に
記
録
し
、
又
は
」
に
改
め
る
。

（
規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
四
条

規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
事
項
を
」
の
下
に
「
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
」
を
加
え
、
「
様
式
の
住
居
手

当
認
定
簿
に
」
を
「
様
式
に
よ
り
作
成
し
た
住
居
手
当
認
定
簿
に
記
録
し
、
又
は
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

３

公
安
委
員
会
規
則

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
6
号

秋
田
県
警
察
署
協
議
会
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
９
月
3
0
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
伊
　
藤
　
辰
　
郎

秋
田
県
警
察
署
協
議
会
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
警
察
署
協
議
会
に
関
す
る
規
則
（
平
成
1
3
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
秋
田
県
象
潟
警
察
署
協
議
会
」
を
「
秋
田
県
に
か
ほ
警
察
署
協
議
会
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
1
7
年
1
0
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
1
7
号

秋
田
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
1
7
年
９
月
3
0
日

秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
伊
　
藤
　
辰
　
郎

秋
田
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
警
察
の
組
織
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
4
5
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
２
象
潟
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
３
象
潟
警
察
署
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

に
か
ほ

警
察
署

仁
賀
保
警
察

官
駐
在
所

仁
賀
保
南
警

察
官
駐
在
所

金
浦
警
察
官

駐
在
所

小
砂
川
警
察

官
駐
在
所

に
か
ほ
市
平
沢
字

舟
橋
3
0
番
地

に
か
ほ
市
中
三
地

字
橋
本
1
0
1
番
地

に
か
ほ
市
金
浦
字

岡
の
谷
地
1
6
0
番

地
６

に
か
ほ
市
象
潟
町

大
須
郷
字
大
道
下

4
0
番
地
6
6

に
か
ほ
市
の
う
ち

院
内
、
小
国
、
釜
ケ
台
、
芹
田
、
田
抓
、

冬
師
、
馬
場
、
平
沢
、
三
森
、
両
前
寺

に
か
ほ
市
の
う
ち

伊
勢
居
地
、
寺
田
、
中
三
地
、
畑
、
樋

目
野
、
水
沢

に
か
ほ
市
の
う
ち

大
竹
、
黒
川
、
金
浦
、
飛
、
前
川

に
か
ほ
市
の
う
ち

象
潟
町
洗
釜
、
象
潟
町
大
砂
川
、
象
潟

町
大
須
郷
、
象
潟
町
川
袋
、
象
潟
町
小

砂
川
、
象
潟
町
関
、
象
潟
町
西
中
野
沢

に
か
ほ
警
察
署
に
か
ほ
市
の
う
ち

象
潟
町
、
象
潟
町
小
滝
、
象
潟
町
大
飯
郷
、
象
潟
町
長
岡
、
象
潟
町

本
郷
、
象
潟
町
横
岡
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秋
田
県
監
査
委
員
告
示
第
五
号

秋
田
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
監
査
委
員

秋
田
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

秋
田
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
秋
田
県
監
査
委
員

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同

項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
職
員
の
通
勤
手
当
の
届
出
に
係
る
事
実
の
確
認
、
額
の
決
定
等
並
び
に
児
童
手
当
の
受
給
資

格
及
び
額
の
認
定
等
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
四
項
中
「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
各
号
」
の
下
に
「
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
」
を
加
え
、
同
項
各

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
　
告
示
　
「
秋
田
県
監
査
委
員
」
の
文
字
及
び
毎
年
一
月
一
日
か
ら
の
一
連
番
号

二
　
告
示
以
外
の
行
政
文
書
　
「
監
委
」
の
文
字
及
び
毎
年
四
月
一
日
か
ら
の
一
連
番
号

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
助
執
行
）

第
九
条

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
第
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
長
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
長
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
総
務
事
務

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
職
員
の
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
届
出
に
係
る
事
実

の
確
認
、
額
の
決
定
等
に
関
す
る
事
務
を
補
助
執
行
す
る
も
の
と
す
る
。

２

セ
ン
タ
ー
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
務
を
専
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
が
専
決
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
長
が
不
在
の
と
き

は
、
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
の
当
該
事
務
を
所
掌
す
る
班
の
班
長
が
代
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
一
中
「
第
九
条
」
を
「
第
十
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
服
務
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

秋
田
県
公
営
企
業
管
理
者
職
務
代
理
者

秋
田
県
企
業
局
長
　
大
　
嶋
　
直
　
樹

秋
田
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十
七
号

秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
服
務
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
服
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
秋
田
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
職
務
免
除
承
認
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
は
、
事
前
に
」
の
下

に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
（
職
員
の
服
務
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
の
も
の
に
限

る
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
管
理
者
が
指
定
す
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に

所
要
の
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
以
下
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
、
又
は
」
を
加
え
、
「
提
出
し
て
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
て
管
理
者
に
申

請
し
な
け
れ
ば
」
に
、
「
承
認
を
受
け
る
」
を
「
申
請
す
る
」
に
、
「
速
や
か
に
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
」
を
「
速
や
か
に
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
」
の
下
に
「
事
前
に
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に

よ
り
、
又
は
所
属
長
の
副
申
を
添
え
た
」
を
加
え
、
「
に
所
属
長
の
副
申
を
添
え
て
」
を
「
を
提

出
し
て
」
に
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
申
請
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前

項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
離
職
届
を
総
務
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
電
子
情
報
処
理
組

織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
又
は
離
職
届
を
提
出
し
て
総
務
課
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
職
員
が
当
該

申
請
に
係
る
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

し
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
記
録
し
、
又
は
同
項
の
申
請
書
に
記
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条
の
二
第
一
項
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
の
下
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に

よ
り
、
又
は
」
を
加
え
、
「
総
務
課
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
て
総
務
課
長
に
申
請

４

監

査

委

員

告

示

公

営

企

業

管

理

規

程

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
1
7
年
1
0
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
象
潟
警
察
署
に
勤
務
す
る
職
員
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い

と
き
は
、
に
か
ほ
警
察
署
に
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。
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し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
、
「
前
項
」

を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

所
属
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を
し
た
職
員
が
当
該

申
請
に
係
る
団
体
等
の
役
職
員
の
地
位
に
就
く
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
電
磁
的
記
録
に
記
録
し
、
又
は
同
項
の
申
請
書
に
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
当
該
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
に

あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
条
中
「
欠
勤
届
に
よ
り
」
を
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
又
は
欠

勤
届
を
提
出
し
て
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
中
「
に
つ
い
て
、
」
の
下
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
作
成
し
、
か

つ
、
所
要
の
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
又
は
書
面
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

（
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
秋
田
県
公
営
企
業

管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
ま
で
に
、
」
の
下
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
（
職
員
の
服
務
の
管
理
に
関

す
る
事
務
を
処
理
す
る
た
め
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
て
管
理
者
が
指
定
す
る
電
子
計
算
機

に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
所
要
の
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
以
下
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
す
る
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
育
児
休
業
承

認
請
求
書
と
と
も
に
」
を
「
当
該
請
求
の
際
に
」
に
改
め
、
「
様
式
第
二
号
）
を
」
の
下
に
「
所

属
長
を
経
て
管
理
者
に
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
所
属
長
を
経
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
届
出
は
、
」
を
「
規
定
に

よ
る
届
出
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
又
は
」
に
、
「
に
よ
り
」
を

「
を
所
属
長
を
経
て
管
理
者
に
提
出
し
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
」
の
下
に

「
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
育
児
休
業
承
認
請
求
書
又
は
養
育
状
況
変
更
届
の
提
出
」
を
「
第
二
条
第

一
項
（
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
請
求
又
は
前
条
第
一
項
（
第
十
三
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ

し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
請
求
又
は
届
出
が
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
ま
で
に
、
」
の
下
に
「
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ

り
、
又
は
」
を
加
え
る
。

（
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
三
条

秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
秋
田
県
公

営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
「
出
勤
簿
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で

あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
が
さ
れ
て

い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
、
「
記
入
し
、
」
の
下
に
「
又
は
記
録

し
、
こ
れ
を
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

５
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